
（別紙３）

～ R7年　3月　15日

（対象者数） 6 （回答者数） 4

～ R7年　3月　15日

（対象者数）
5

（回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

小学生の長期休暇時期などには小学生と一緒に活動しながら

他者とのコミュニケーションを図り就学に備えた取り組みを

行っている。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

小学生と同じ時間で活動できる時には一緒にレッスンを行っ

ていく。

2

3

○事業所名 スマイル五十市

○保護者評価実施期間
R7年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

R7年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個別での活動であるため児童対スタッフ（大人）の関りとなっ

てしまう。

多機能型のためスタッフの配置が難しい

個別での支援を行うためその子に合った支援ができる。（運動

能力に応じてレッスンのレベル調整ができる）

児童の環境や幼稚園での過ごし方によりその日の感情が違うた

め、状況に応じて生んで旺レッスン内容を考慮できる

児童の活動スペースが広い。

事業所における自己評価総括表公表


